2015年2月7日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第13章1～10節(再度)

前回はバガヴァッド・ギーター第4章に関連して、色々な種類のヤッギャーについて説明してきました。

・抑制の火に感覚とプラーナを捧げる

・感覚の対象を感覚の火に捧げる

・ドラッヴィヤ・ヤッギャー、タポー・ヤッギャー(第4章28節)
等について説明しました。

今日は第4章28節のヨーガ・ヤッギャーについて話します。

パタンジャリの「ヨーガ・スートラ」の中に記述されている色々な実践を行うこともひとつのヤッギャーと考えられており、これがヨーガ・ヤッギャーです。
今日の参加者の中でヨーガを指導している方は何人いますか?

ではパタンジャリの「ヨーガ・スートラ」について勉強したことのある人は何人いますか?

「ヨーガ・スートラ」については多くの注釈書があり、マドゥスダン・サラスワティによるものもあります。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダの「ラージャ・ヨーガ」も、このパタンジャリの「ヨーガ・スートラ」についての英国における講話をまとめたものです。
学者による「ヨーガ・スートラ」の解説書はいろいろありますが、「ラージャ・ヨーガ」はスワミ・ヴィヴェーカーナンダが自分の経験に基づいて「ヨーガ・スートラ」を解説しているところに特徴があります。

ヴィヤーサも「ヨーガ・スートラ」について分厚い注釈書を書いています。

また「ヨーガ・スートラ」に従って自らも実践を行った有名なベンガル人が書いた、とても興味深い大著もあります。

私のこれからの説明も、これらの書物や注釈を参考にしています。

皆さんご存知のように、インド哲学は6つの学派から成り立っています。(六派哲学)
1.サーンキヤ
2.ヨーガ
3.ニヤーヤ
4.ヴァイシェーシカ
5.ミーマーンサー(プールヴァ・ミーマーンサー)
6.ヴェーダーンタ(ウッタラー・ミーマーンサー)
「ヨーガ・スートラ」はヨーガ学派の聖典で、その著書である聖者パタンジャリはこの学派の創始者です。
もちろんパタンジャリ以前から「ヨーガ・スートラ」で書かれている色々なアイデアは個々に存在していましたが、パタンジャリはそれらに自分のアイデアも加えて体系化しました。

「ヨーガ・スートラ」のヨーガという言葉は、個人的アートマン(ジーヴァ・アートマン)と偉大なアートマン(パラ・アートマン)の合一という意味で使われています。
厳格なヨーギはブラフマンやイシュワラという言葉を使わず、アートマン、パラ・アートマンと言います。

ヨーガはこの合一という目的と同時に、それを達成するための方法も意味します。

「ヨーガ・スートラ」のスートラは警句(アフォリズム:aphorism)の意味であり、「ヨーガ・スートラ」はひとつひとつはとても短いフレーズの集まりから成り立っています。
これは「ブラフマ・スートラ」も同じで、スートラは短い句の連なりから出来ています。

この「ヨーガ・スートラ」の短い言葉のそれぞれについて、膨大な注釈が書かれています。

それらの注釈を読むことで、我々はその意味を理解することができます。
簡単に紹介すると「ヨーガ・スートラ」の冒頭(1.1)は、

「これからヨーガについて説明します」(atha yoga anushaasanam)

という短いフレーズで始まります。

それに続く(1.2)はヨーガの定義であり、

ヨーガ・チッタ・ヴリッティ・ニローダ(Yoga chitta vritti nirodhah)
これもわずか4つの単語から出来ているとても短いフレーズですが、この短い一行についてとても多くの注釈があります。
(註:日本語訳の一例としては「ヨーガとは心の作用を止めること」)
これに続く部分は、

Tada drashtuh svarupe avasthanam(1.3)
Vrtti-sarupyam itaratra(1.4)

となっていますが、ご覧のようにスートラは短い言葉が並んでいるだけなので、注釈書なしにただこの短いフレーズを読んだだけでは理解が困難であることがお分かりだと思います。
「ヨーガ・スートラ」には

　　

アシュターンギカ・マールガ(Ashtangika Marga)

クリヤ・ヨーガ　　　　　　(Kriya Yoga)

という別名があります。
アシュタ(Ashta)は８という数をを表し、アンギカ(angika)は部分という意味の形容詞、マールガ(Marga)は道の意味です。

つまり「ヨーガ・スートラ」の実践は８つの方法から成り立っているのです。

(1) ヤマ（禁戒）
(2) ニヤマ（勧戒）
(3) アーサナ（座法）
(4) プラーナーヤーマ（調気法）
(5) プラティヤーハーラ（感覚制御）
(6) ダーラナー（集中）
(7) ディヤーナ（瞑想）
(8) サマーディ(合一)

これらは何のための方法かと言えば、実在・真理・自分の本性を悟るため、また個人的アートマンと偉大なアートマンの合一のための方法です。
「ヨーガ・スートラ」のもうひとつの別名クリヤ・ヨーガのクリヤは実践という意味です。

ヴェーダーンタには肉体的な実践はほとんどなく、心と考えの実践が重視されます。

ヴェーダーンタの実践をあえて言うなら、「一時的なものと永遠なものとを識別して、永遠なものについて考えてください」というひと言に要約できます。
バクティ・ヨーガの実践も「神を愛してください」のひと言で終わりです。

カルマ・ヨーガの実践も「自分の仕事を神への捧げものとして行いなさい」と単純です。
これに対してクリヤ・ヨーガには理論もありますが、数多くの種類の実践があります。

ギャーナ・ヨーガ、バクティ・ヨーガ、カルマ・ヨーガなどに使われる一般的な意味のヨーガという言葉と、パタンジャリの「ヨーガ・スートラ」のヨーガは意味が違います。
一般的なヨーガの意味は、悟りとそのための方法のことです。
「ヨーガ・スートラ」のヨーガにはもちろんその意味もありますが、それに加えて具体的な

感覚と心の制御のための方法のことも含んでいます。

たとえばバクティ・ヨーガ実践のための前提条件は神に対する信仰です。
ギャーナ・ヨーガの実践のためには、ブラフマンを想像しなければいけません。

これに対して「ヨーガ・スートラ」実践のための前提条件をあえて挙げるとすれば、それは自分の心であり、神に対する信仰や、ブラフマンについての想像力などは必要ありません。

普通の人は神を見たことはなく、ブラフマンを経験したこともありません。

ですから神を信じたり、ブラフマンを想像したりすることは、それほど簡単なことではありません。

いっぽう自分の心が存在するということは、ほとんどの人にとって疑う余地のない事実です。

人間一般の心とか他人の心のことではなく、自分自身に心があることはほとんどの人にとって自明のことです。
自分の心が存在することを確信するために想像力を働かせる必要はありません。

ですから「ヨーガ・スートラ」を実践するための前提条件は、それほど厳しくはないのです。

「ヨーガ・スートラ」の実践とは自分の心についての学習、探究です。

近代の欧米にはフロイト、エリス、ユングなど著名な心理学者たちがいますが、はるか昔のインドで人間の心についてどれほど深く研究されていたかを知ると本当に驚きます。
「ヨーガ・スートラ」の学習の対象は心ですが、その学習のための道具はなんでしょうか?

実は学習のために用いる道具も心なのであり、そこが難しいところです。

普通は研究者と研究対象は別個ですが、「ヨーガ・スートラ」の実践は心で心の研究をするところが難しいのです。

この実践のための前提条件はひとつが肉体・感覚・心の制御、もうひとつが集中です。
まず肉体・感覚・心の制御ができなければ、集中もできません。

「ヨーガ・スートラ」では理論よりも実践が強調されています。

「ヨーガ・スートラ」の特徴を挙げるなら、

実践的　　(Practical Spirituality)

実用的　  (Applied　Spirituality)

科学的    (Scientific Spirituality)

ということになります。

なぜ科学的かと言えば、非常に論理的だからです。
実験室で教師は生徒に対して、水が2つの水素とひとつの酸素から出来ていると理論を説明して、それから実際に水を作って見せます。

ラージャ・ヨーガ（「ヨーガ・スートラ」）も同じで「この瞑想をすればこの結果を得られる」、「このように集中すればこれらの結果が得られる」と明快に書かれており、実際に指示されている実践をきちんと行えば、書かれている通りの結果が得られます。
他人の心の中を知るための瞑想、遠い場所の出来事を知るための瞑想、自分の前世を知るための瞑想、さらには来生を知るための瞑想についても具体的に書かれています。

「ヨーガ・スートラ」の考え方は、結果重視(result oriented)なのです。

化学実験の手引書通りにきちんと実験を行えば、ある人にはできるが別の人はできないということなどなく、誰でも水を作ることができます。
「ヨーガ・スートラ」も同じで、ある瞑想をすれば例外なく誰もが同じ結果を得られます。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダのラージャ・ヨーガについての講演は、それを聞いた英国人達をとても感動させました。

英国人はブラフマンを想像したり神を信仰したりすることとは縁遠い、どちらかといえば科学的な人達であったのですが、ラージャ・ヨーガがとても実践的であることに感動したのです。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダの欧米での講話の中で、最も欧米人の興味を引いたのがラージャ・ヨーガについての話でした。

「ヨーガ・スートラ」にはあるレベルに達したら次の段階で取り組むのはこれ、というようにステップ・バイ・ステップの詳しい実践の手引きが示されています。

書かれている実践をして書かれている通りの結果が得られたなら、あなたの実践の仕方は正しいということになります。

ここで問題になるのは「ヨーガ・スートラ」の実践の結果、そこに書かれている超能力が身に付いた場合、その人に自惚れが生じて最終目的を達成できず堕落してしまう恐れがある、ということです。
パタンジャリはこの点に関して、繰り返し注意を喚起しています。

実践の結果超能力が発現したとしても、それは実践の過程で生じる副産物のようなものなので、
それに拘泥して立ち止まらず、さらに実践を進めるようパタンジャリは助言しています。
それでは「ヨーガ・スートラ」第1段階のヤマについて説明します。

ヤマは次の項目から成り立っています。

・アヒンサー（非暴力）
・サッティヤ（真実）
・アスティヤ（不盗）
・ブラフマチャリヤ（禁欲）
・アパリグラハ（不貪）
ヤマはヤム(Yam)という動詞がもとになっており、Yamとは「～をしない」(abstain from ～)という意味です。

8つの道の最初のヤマ(Yama)が「～をしないように」という否定形なのに対して、次の第2段階のニヤマ(Niyama)はそのヤマに否定の接頭辞ニがついているので、ヤマとは逆に「～をするように」と為すべきことを説明しています。ヤマとニヤマは一対のセットになっています。
ヤマの説明に戻ります。

(1)アヒンサー(非暴力)
暴力を意味するヒンサ(Himsa)に否定の接頭辞アがついて、アヒンサー(A-himsa)となりま　　　　　す。ではなぜ暴力はいけないのでしょうか。

暴力を行うと心は清らかではなくなり、その心の状態では集中できません。
「ヨーガ・スートラ」の実践は心についてのとても精妙な学習であり、そのためには集中していることが不可欠です。

心には意識と潜在意識の二つの部分があり、普通の意識より潜在意識のほうがはるかに大きな部分を占めます。

「ヨーガ・スートラ」の心についての学習とは、意識と潜在意識の両方を合わせた心についての探求であり、容易ではなくたいへんな精妙さが要求されます。
氷山の海上に出ている部分は全体のうちごく僅かで、大部分は海中にあります。

タイタニック号の沈没事故も、当時世界一の豪華客船を作ったのは自分達だというイギリス人の驕りもその一因ですが、海面に出ている眼に見える部分より海中の部分の方がはるかに大きいという氷山の性質についての無知が、キャプテンを油断させたことが大きな原因だったのです。

氷山と同じく人間の心も、顕在意識より潜在意識のほうがはるかに大きいのです。

清らかな心でないと精妙な探求はできません。抑制が大切です。

心が怒り、自惚れ、暴力、嫉妬、肉欲で支配されていたなら、精妙な探求はできません。

皆さんも何故ヤマ、ニヤマが必要なのか、自分で考えてください。

そうしないと学習は深まりません。

否定的な感情によって心が落ち着かない状態にある時、集中して学ぶことはできません。

普通暴力(ヒンサー)と言うと他者を肉体的に傷つけることをイメージしますが、深く考えると言葉によるものや、心理的、頭脳的な暴力もあります。
さらに人間に対してだけではなく、動物や植物に対する暴力もやめなければなりません。

我々は何も殺さず、何も傷つけずに生きていくことはできません。

ベジタリアンだとしても、植物の命を奪っています。

部屋の掃除や料理をする時に、無意識のうちに小さな虫や細菌を殺していることもあります。何も殺さずに生きていくことはできません。

聖典にはどういう状況の下なら他者の命を奪っても罪にならないかが説明されています。

その聖典の教えに従ってください。

自分の肉体を維持する食事の為なら、それは罪ではありません。

植物が育たない場所に生きる人達は、魚や肉を食べなくては生きていけません。
自分が生きていくために必要な分だけ魚や動物を殺しても、それは暴力ではありません。

そうしたとしても、それはアヒンサーの教えに反しません。
身を守るため、自分に危害を加えようとする犯罪者を殺してしまっても、それも暴力ではありません。すべてケース・バイ・ケースなのです。

たとえばバガヴァッド・ギーターも戦争を描いていますが、シュリ・クリシュナがアルジュナに対して教えているのは暴力ではなく、邪悪な王に抵抗するために何をすべきかなのです。

聖典の中には何の目的でどんな状況下で行われた行為なら、それは暴力に当たらないのかが詳しく説明されていて、それ以外の他者を傷つける行為はすべて暴力です。
肉体的な暴力以外の暴力について説明します。

会話の中で相手を傷つける言葉を口に出せば、それは暴力です。

心の中に相手に対する嫉妬、怒り、憎しみなどの感情があるなら、口に出さなくてもそれは暴力です。

食事だけに限定したベジタリアンになるのは難しくありませんが、本当のベジタリアン(非暴力者)になるのはやさしくありません。

食事については非暴力を実践できたとしても、心の中まで非暴力的になるのは容易ではありません。

食事だけのベジタリアンは浅いレベルでの非暴力の実践に過ぎず、より深いレベルは心の中での非暴力の実践です。
非暴力の実践の最初のレベルは人間対人間、その次は動物に対しての非暴力、さらに進むと植物に対する非暴力についても考えなくてはいけません。

子供は時々遊びで木の枝を折ったり、葉っぱをむしったりします。

しかし非暴力の実践が深まると木には木の意識があり、これらの行為が木を傷つけているということがわかるようになります。

暴力には3種類の形態があります。

・クリタ(Krita)

・カーリタ(Karita)

・アヌモディタ(Anumodita)

クリタとは自分で直接暴力を振るうことです。
カーリタとは自分は直接手を下さないものの、他人に依頼して暴力を行うことです。

たとえばプロの殺し屋を雇って仕事をさせることはこのカーリタです。

アヌモディタとは自分でも手を下さず、他人に依頼することもありませんが、自分が敵意を持っている人が第三者から暴力を振るわれた時、それを止めることもその暴力に反対を表明することもせず、場合によっては心の中でそれを喜ぶというようなことです。

自分の憎んでいる人が困っているのを見ると、「天罰だ!」などと思います。

これら3つともすべて暴力です。
すべての善の基礎は非暴力であり、たとえ形となって現れていなくても、心の中に暴力がある限り霊的になれません。
これが非暴力が大切な理由あり、霊的な人生の第一条件は非暴力です。
(2)サッティヤ(真実)
サッティヤ(Satya)の反対語はアサッティヤ(A-satya)ですが、ヤマが「～をしないように」という意味であることを考えると、「サッティヤをしなさい」というよりむしろ「アサッティヤをしてはいけません」という教えだと解釈すべきです。
ではアサッティヤとは何でしょう。

サッティヤは真実という意味なので、その反対のアサッティヤは嘘ということになります。

「嘘を言わないでください」ということです。では嘘とは何でしょう。

「見たこと、聞いたこと、学んだことを他者に伝える時に、何の脚色、歪曲、誇張もせずにそのまま伝える」ことをしなければ、それは嘘になります。
内容を少し変化させて伝えることや、意図的にある部分については伝えない等の行為はすべて嘘です。ありのまま100%再現して伝えなければそれは嘘です。
自分の利益のため、或いは何かを恐れるために一部を隠して伝えるのも嘘です。

またある言葉がどちらにでも取れる二つの意味を持つのを知りながら、その言葉を使うのも嘘です。有名な例があります。

マハーバーラタの戦いに登場する有名な戦士に、ドローナという武芸の師範がいます。

彼はカウラヴァ側についており、アルジュナの属するパーンダヴァ側はドロ－ナのために多くの犠牲者を出していました。

どうしたらドローナの力を弱められるか、パーンダヴァ側は苦慮していました。
ドローナにはアシュヴァッターマンという息子がおり、ドローナは彼をたいそう愛していました。
アシュヴァッターマンも戦いに参加していましたが、もし息子が戦死したというニュースがドローナの耳に入ったら、彼はすぐに武器を捨てるだろうと誰もが思っていました。
アルジュナの長兄であるユディシュティラは万人が認める道徳的な人物で、嘘などついたことがありませんでした。

ユディシュティラの口からアシュヴァッターマンが死んだということを聞けば、ドローナも信じるに違いないと皆考えました。
しかし道徳的なユディシュティラに嘘を言わせることはできません。
ドローナの息子と全く同じアシュヴァッターマンという名前の一頭の象がいました。

バーンダヴァ側は策略をめぐらしこの象を殺して、ユディシュティラに大声で次のように言わせました。

「アシュヴァッターマンは死んだ!!　しかしそれは象だ」

この言葉自体に嘘はありませんが、「しかしそれは象だ」と言う時にパーンダヴァ側は大きな太鼓の音をかぶせたので、ドローナには最初の部分しか聞こえませんでした。

自分の息子が戦死したと思ったドローナは、すぐに武器を捨てました。

この嘘をついたために、ユディシュティラは短い期間でしたが地獄に堕ちました。

これが二重の意味を持つ言葉(ダブル・ミーニング)が使われた例です。

ある目的のために二つの意味を持っている言葉を意図的に使うのも嘘です。

事実を話した結果罪のない人が被害にあったとしたなら、その場合事実を話すことも嘘を言うのと同じく避けるべきことなのです。

やはりマハーバーラタの中に例があります。

ある旅人が強盗に追われていました。

旅人は走ってあるアシュラムに逃げ込みましたが、旅人を追いかけてアシュラムにやって来た強盗は、アシュラムの僧に旅人について尋ねました。

僧が正直に答えた結果、旅人は強盗に殺されてしまいました。

事実をそのまま話したという意味では、この僧は嘘をついてはいません。
しかしこの一件のせいで、亡くなった後僧は地獄に堕ちました。

この場合、強盗に事実と違うことを話したとしても、それは嘘(アサッティヤ)ではありません。嘘であるかどうかはケース・バイ・ケースなのです。

これは極端な例ですが、本当のことを口にすることで他人の感情を傷つけるのがわかっている場合、何も言わないほうがいいのです。
自分は正しいことを言っている、という自惚れが生じている可能性もあります。

例外として親が自分の子供に、或いは教師が生徒に厳しい言葉を使った結果、その瞬間は言われたほうが傷ついたとしても、それが彼らの後々の成長につながることを意図していたなら問題はありません。

体罰も場合によっては暴力(ヒンサー)ではありません。

なぜ嘘はいけないのでしょうか。

我々の目的が真理の学習だからです。

嘘と真理は両立しません。

シュリ・ラーマクリシュナは、「霊的実践で重要なのは真実を話すこと、そして親切である」と絶えず強調していました。
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